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八
幡

平

の
作
り

人

昔
な
が
ら
の
職
人
技
が
あ
る
。

木
を
切
り
出
し
器
に
成
形
し
、漆
を
掻
き
、塗
り
重
ね
た
食
器
。

山
間
に
息
づ
い
て
き
た
伝
統
工
芸
は
、若
手
に
受
け
継
が
れ
、

現
代
生
活
に
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
も
取
り
入
れ
始
め
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
職
人
技
で
、八
幡
平
を
支
え
よ
う
と
い
う
作
り
人
は
、

カ
ト
ラ
リ
ー
や
陶
器
、革
製
品
な
ど
の
分
野
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。

八
幡
平
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、

こ
の
地
に
工
房
を
構
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
。

八
幡
平
の
作
り
人
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
ク
ラ
フ
ト
で

日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
み
よ
う
。



　

か
つ
て
漆
器
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

た
安
代
地
区
。
こ
の
地
で
作
ら
れ
た
漆

器
は
「
荒
沢
漆
器
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の

流
れ
を
受
け
継
い
だ
の
が
「
安
比
塗
漆

器
工
房
」
で
あ
る
。

　

天
然
素
材
で
作
ら
れ
た
安
比
塗
に

は
、
し
っ
と
り
と
し
た
ぬ
く
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
。
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
ゆ

え
に
合
わ
せ
ら
れ
る
料
理
は
多
い
。
も

ち
ろ
ん
菓
子
を
乗
せ
て
も
い
い
。

　

口
唇
は
、
体
の
中
で
も
敏
感
な
部
分

の
ひ
と
つ
。「
だ
か
ら
、
素
材
に
も
形
に

も
こ
だ
わ
っ
た
カ
ト
ラ
リ
ー
を
作
り
た

か
っ
た
」
と
平
岡
正
弘
さ
ん
は
い
う
。

　

こ
だ
わ
り
の
理
由
が
わ
か
る
の
は
、

プ
リ
ン
な
ど
柔
ら
か
い
も
の
を
食
べ
た

と
き
。
す
る
っ
と
口
の
中
に
入
り
、
プ

リ
ン
の
味
と
食
感
の
み
残
る
。
生
活
の

基
本
で
あ
る
「
食
」
を
楽
し
む
た
め
に

作
ら
れ
た
カ
ト
ラ
リ
ー
で
あ
る
。

母
か
ら
譲
り
受
け
た

「
漆
器
」
に
菓
子
を
乗
せ
て

違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い

絶
妙
な
「
カ
ト
ラ
リ
ー
」

木のぬくもりゆえに愛おしい       料理を引き立てる食器の数々

「安比塗漆器工房」の女性職人。持ち寄った菓子を漆器に乗せてプチ女子会。「平岡クラフト工房」で黙々と仕事する平岡正弘さん。

1. 深い色合いと質感を出
すために、漆を何度も塗
り重ねる。
2. 漆器の数々が並ぶ「安
比塗漆器工房」。

安比塗漆器工房
八幡平市叺田230-1
TEL 0195-63-1065
営業時間／9：30〜17：00
定休日／月曜、年末年始
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3. 食べやすくするため、厚
みはコンマミリ単位で測る。
4. 定番のテーブルスプー
ン＆フォーク。木地は国産
のイタヤカエデ。

平岡クラフト工房
八幡平市松尾 20-18-3
TEL 0195-74-4370
※工房へお出かけの際は、
　事前連絡を。

八 幡 平 の 作 り 人 毎 日 の 食 卓 へ



作
り
手
か
ら

 
 

使
い
手
へ

 
 
 

渡
る
こ
と
で

 
 
 
 

味
わ
い
が
増
す

もの で つ な が る人 と人

tamari窯
八幡平市平舘8-126-2  TEL 090-5185-6723
※工房へお出かけの際は、事前連絡を。

1. 人気が高いマグカップ。毎日使っても
飽きがこないデザインだ。
2. ろくろを回す田村まりさん。すべて手作
りのため、1日にできる数は限られている。

3. 工藤尚史さんは独学で技術を習得し、
2013年に独立し、2016年工房を構えた。
4. 手縫いでひとつずつ仕上げていく。
アフターケアにも対応している。

4358 aging&anti-aging
八幡平市平舘28-25-8   TEL 080-3334-4953
※工房へお出かけの際は、事前連絡を。

　
「
４
３
５
８ aging&

anti-aging

」

は
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
革
製
品
専
門
の
工

房
。
工
藤
尚
史
さ
ん
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と

共
に
製
品
を
作
り
、
仕
上
げ
て
い
く
。

だ
が
、
本
当
に
完
成
す
る
の
は
、
ユ
ー

ザ
ー
が
使
っ
て
、
色
の
深
み
が
増
し

て
か
ら
だ
。
良
い
も
の
を
長
く
使
い

た
い
、
人
と
違
う
も
の
を
持
ち
た
い

人
に
お
す
す
め
。

ユ
ー
ザ
ー
が
使
い
は
じ
め
て

完
成
す
る
「
革
製
品
」

　財布は5年経っても丈夫。
エイジングが進み、自分の
体の一部になっています。
最近、依頼した名刺入れ
は、名刺が30枚入 るよう
に作ってもらいました。
オーダーメイドだからでき
ることですね。

「4358 aging&anti-aging」の

八幡平市役所職員
東本茂樹さん

3

4

八 幡 平 の 作 り 人

　

初
め
て
買
っ
た
の
は
約
４
年
前
、ス
ー

プ
カ
ッ
プ
で
し
た
。そ
れ
か
ら
小
鉢
や
豆

皿
と
、ま
り
さ
ん
の
食
器
を
使
う
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

増
え
ま
し
た
。何
よ
り
も
作
り
手
の
顔
が

見
え
る
の
が
い
い
で
す
。

「tamari窯」の ここが
好き

四季館彩冬スタッフ
小野寺優衣さん

　

柔
ら
か
な
フ
ォ
ル
ム
、
青
か
ら
緑

へ
と
微
妙
に
変
化
し
て
い
く
色
合
い
。

「tam
ari

窯
」
の
田
村
ま
り
さ
ん
が
作

る
食
器
に
は
、
優
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
さ
ら
に
料
理
を
選
ば
な
い
懐
の

深
さ
も
。
田
村
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

も
「
人
に
寄
り
添
う
、
身
近
な
食
器
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
。

ほ
っ
と
和
む

ふ
だ
ん
使
い
の
「
食
器
」

12

ここが
好き

67



八幡平には、大量生産ではない、作り手の温かい想いが込められたものが
たくさんあります。今号で紹介した作り人のほか、食材の生産者も紹介。

八幡平の食材と手仕事を紹介する

ハチクラweb https : // hachimantai.shop/

酒と器と料理と

（株）わしの尾 純米酒「秋あがり」（1,280円・税別）
八幡平市大更22 -158　TEL 0195-76-3211

安比塗漆器工房 ぐいのみ（8,640円・税込）
八幡平市叺田230-1　TEL 0195-63-1065

八幡平マウンテンホテル
杜仲茶ポークのロースト   八幡平マッシュルームのソース
＆りんごとさつまいものソース添え（3,200円・税別）
八幡平市八幡平温泉郷　TEL 0195-78-4111

八幡平のつくり手たち

寒 露

　朝露が冷たくなったころ、出荷され

るのが「秋あがり」。夏を越えて、香り

が高くなり旨味が増した純米酒を安比

塗の「ぐいのみ」で味わう。酸が立つ

酒には、「杜仲茶ポークの石窯ロースト」

を合わせたい。秋の夜長を楽しませて

くれる酒と料理である。

ハチクラ web 検 索

「
愛
着
が
湧
く
も
の
を

て
い
ね
い
に
作
る
」

こ
れ
が
八
幡
平
の

作
り
人
の
こ
だ
わ
り
。

8
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八
幡
平
市
を
源
流
と
す
る
安
比

川
流
域
は
、か
つ
て
漆
器
の
一
大
産
地

と
し
て
発
展
し
、５
０
０
名
程
の
人
々

が
漆
器
づ
く
り
に
従
事
し
て
い
た
と

い
う
。
藩
政
時
代
か
ら
続
い
て
き
た

漆
器
づ
く
り
は
、
昭
和
に
入
り
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
食
器
の
台
頭
に
よ
り
衰

退
。
職
人
が
減
少
し
て
い
く
な
か
、

漆
器
の
伝
統
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
、
昭
和
58
年（
１
９
８
３
）に
「
安

代
町
漆
器
セ
ン
タ
ー
（
現
・
八
幡
平

市
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）」

が
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
安
代
漆
工

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
任
技
師
を

務
め
る
冨
士
原
文
隆
さ
ん
も
設
立
に

携
わ
っ
た
ひ
と
り
で
あ
る
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
役
目
は
、
塗
師

を
育
成
す
る
こ
と
。
研
修
生
は
、
２

年
間
で
漆
器
の
基
礎
を
学
ぶ
。

　
「
こ
こ
に
学
び
に
来
る
子
た
ち
は
、

塗
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ

て
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
達
成
さ
せ

て
あ
げ
た
い
。
だ
か
ら
、
塗
師
と
し

て
生
活
で
き
る
た
め
の
技
術
を
教
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
冨
士
原

さ
ん
は
言
う
。

八幡平市安代漆工技術研究センター冨士原文隆さん

　

技
術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
イ

ヤ
ー
が
注
目
す
る
展
示
会
に
積
極
的

に
出
展
す
る
こ
と
も
勧
め
る
。

　
「
漆
器
は
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、

現
代
の
生
活
様
式
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ

ン
も
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
賞

味
期
限
は
短
い
。
ア
イ
デ
ア
を
作
品

と
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
、
作
品
の

幅
を
広
げ
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
な
ど
も
教
え
て
い
ま
す
」

　
「
幅
を
広
げ
る
」
た
め
に
は
、
作

品
と
し
て
の
漆
器
づ
く
り
の
み
な
ら

ず
、
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
漆
器

類
の
復
元
も
含
ま
れ
て
い
る
。
冨
士

原
さ
ん
は
、
青
森
県
八
戸
市
の
是
川

縄
文
遺
跡
の
出
土
品
の
復
元
に
も
携

わ
っ
て
い
た
。

　

自
分
が
持
つ
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

惜
し
み
な
く
教
え
る
冨
士
原
さ
ん
を

慕
う
修
了
生
は
多
く
、
塗
師
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
。
冨
士
原
さ
ん
を
は
じ
め
、
同

セ
ン
タ
ー
が
輩
出
し
た
職
人
た
ち
の

作
品
は
「
安
比
塗
漆
器
工
房
」
で
手

に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

profile

ふじわら ふみたか
八幡平市出身。木地生産に携わったのち、
岩手県工業試験場（現・工業技術センタ
ー）で漆器生産の技術を学ぶ。1983年（昭
和58）、「安代町漆器センター（現・八幡平
市安代漆工技術研究センター）」設立に関
わり、後継者の育成に尽力。日本クラフト
デザイン協会「日本クラフト展」で優秀賞
を受賞し、安比塗の発展に貢献する。

冨士原文隆さんは、伝統を踏ま
えた漆器の制作のほか、デザイ
ン性の高い作品もつくる。

八
幡
平
に
生
き
る
人

八
幡
平
に
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

共
通
す
る
の
は
、「
こ
こ
っ
て
、
い
い
ま
ち
だ
よ
ね
」。

暮
ら
し
て
こ
そ
わ
か
る
、
八
幡
平
の
魅
力
と
は—

。安比塗の技術を
後世へ伝えることが役目

1  制作に使う漆や道具が収納された棚。
センター内は、どの部屋も掃除と整頓が
行き届いている。
2  「安代漆工技術研究センター」で研修

生に指導する冨士原さん。
3  塗りを施した漆器は、「風呂」と呼ばれ

る収納庫の中で自然乾燥される。

3

1

2
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七時雨山荘

七時雨温泉
松川温泉峡雲荘藤七温泉

彩雲荘

八幡平
樹海ライン

八幡平
樹海ライン

八幡平アスピーテライン

八幡平

鹿角

源太森 岩手県
県民の森

焼走り
熔岩流

焼
走
り
の
湯

東北自動車道
松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

上坊牧野

サラダファーム282

30

6

212

318

233

西
根
Ｉ
Ｃ

318 八幡平山頂
レストハウス

東北自動車道花輪線
荒屋新町駅

岩手山焼走り国際交流村
岩手山銀河
ステーション天文台

丹
内
菓
子
店

■ 八幡平市田頭24-20-1
■ TEL 0195-76-2063
■ 営業時間／8：00〜19：30
■ 定休日／無休

　

ス
ポ
ン
ジ
の
上
に
た
っ
ぷ
り
の
ク
リ
ー
ム
、
天
辺

に
は
マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ
が
の
っ
た
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
（
１

個
３
１
０
円
・
税
別
）。
甘
過
ぎ
ず
落
ち
つ
い
た
、
秋

ら
し
い
ス
イ
ー
ツ
で
あ
る
。

直
売
館
サ
ラ
ダ
ハ
ウ
ス

　

八
幡
平
の
食
材
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
人
気
。
秋

の
お
す
す
め
は
、「
ス
テ
ィ
ッ
ク
ポ
テ
ト
（
１
本

１
８
０
円
・
税
込
）」。
程
よ
い
甘
さ
で
食
べ
や
す
い

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
だ
。

■ 八幡平市平笠2-6-333
　 サラダファーム
■ TEL 0195-75-2500
■ 営業時間／9：00〜17：00
■ 定休日／無休

JR花輪線
荒屋新町駅

Ｊ
Ｒ
花
輪
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岩手銀行
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大泉院

安代IC

282

仙台菓子店 282

松泉堂菓子舗

岩手銀行
平舘支店

平舘高校

JR花輪線
大更駅

平笠小学校

田頭郵便局

田頭館山
公園

岩手山
SA

301
23

サラダファーム

西根IC
301233

丹内菓子店

むらさき苑
田頭
体育館

282

233

西根バイパス

JR花輪線
荒屋新町駅

Ｊ
Ｒ
花
輪
線

岩手銀行
安代支店

大泉院

安代IC

282

仙台菓子店 282

松泉堂菓子舗

岩手銀行
平舘支店

平舘高校

JR花輪線
大更駅

平笠小学校

田頭郵便局

田頭館山
公園

岩手山
SA

301
23

サラダファーム

西根IC
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七時雨山荘

七時雨温泉
松川温泉峡雲荘藤七温泉

彩雲荘

八幡平
樹海ライン

八幡平
樹海ライン

八幡平アスピーテライン

八幡平

鹿角

源太森 岩手県
県民の森

焼走り
熔岩流

焼
走
り
の
湯

東北自動車道
松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

上坊牧野

サラダファーム282

30

6

212

318

233

西
根
Ｉ
Ｃ

318 八幡平山頂
レストハウス

東北自動車道花輪線
荒屋新町駅

岩手山焼走り国際交流村
岩手山銀河
ステーション天文台

松
泉
堂
菓
子
舗

　

温
か
い
緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い

「
み
た
ら
し
だ
ん
ご
（
１
本
65
円
・
税
込
）」。ほ
ん
の

り
と
甘
い
醤
油
だ
れ
を
ま
と
っ
た
柔
ら
か
い
だ
ん
ご

は
、小
昼
に
も
最
適
。

■ 八幡平市平舘26-114-5
■ TEL 0195-74-2123
■ 営業時間／8：00〜18：30
■ 定休日／日曜

仙台菓子店
　春に手摘みしたよもぎの新芽を使用した「よもぎ
もち（5個500円・税別）」。よもぎの独特の香りと手づ
くりのつぶあんという素朴なおいしさが楽しめる。

■ 八幡平市荒屋新町89-2
■ TEL 0195-72-2433
■ 営業時間／8：00〜20：00
■ 定休日／無休

農
作
物
の
収
量
を

上
げ
る
た
め
に
生
ま
れ
た
暦

八
幡
平

再
発
見第

２
回

安政7年（1860）の「田山暦」。目隠しした鬼は節分を、その下の「×」は、十方暮れの日を表す。現存するものは少ない。 
資料提供・撮影協力／八幡平市博物館（八幡平市叺田230　TEL 0195 -63 -1122）

r e d i s c o v e r y h a c h i m a n t a i

田山暦

紅葉で満ちる秋。
自然を楽しんだあとは、〝味覚狩り〟。
八幡平や安比高原での
ドライブの途中に立ち寄ってみては。
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現
代
と
異
な
り
、
文
字
を
学
び
た
く
て

も
学
べ
な
か
っ
た
人
が
多
か
っ
た
時
代
、「
南

部
暦
」
と
い
う
絵
暦
が
あ
っ
た
。「
田
山
暦
」

と
「
盛
岡
暦
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
田
山
暦

が
先
行
し
、
現
存
す
る
最
古
の
も
の
は
天
明

３
年
（
１
７
８
３
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

田
山
暦
を
考
案
し
た
の
は
、
田
山
善
八
。

書
や
天
文
、暦
な
ど
に
詳
し
く
、平
泉
の
「
中

尊
寺
」
の
僧
と
し
て
勤
め
て
い
た
が
、
上
司

の
罪
を
背
負
い
、
浅
沢
村
（
現
・
八
幡
平
市

安
代
地
区
）
に
逃
れ
、
や
が
て
神
官
と
し
て

働
き
始
め
た
と
い
う
。

　

田
山
暦
は
、
農
作
物
の
収
量
を
上
げ
、
村

人
の
生
活
を
楽
に
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
農
具
や
生
活
用
具
、

十
二
支
の
動
物
な
ど
の
絵
を
組
み
合
わ
せ
、

読
み
書
き
が
で
き
な
い
人
で
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
考
案
。
配
布
地
域
が
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、
初
期
の
頃
は
大
半
が
手
描
き
だ
っ
た

が
、
配
布
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
二
代

目
以
降
は
木
製
の
活
字
を
押
し
て
作
成
し
て

い
る
。
田
山
暦
は
、
明
治
時
代
に
入
り
太
陽

暦
が
採
用
さ
れ
、
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

CACE
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■本誌に掲載している情報は、平成29年9月20日現在
のものです。発行後のデータ等が変更になっている場
合があります。あらかじめご了承ください。
■本誌掲載の記事・写真等の無断掲載を禁止します。

企画・発行  八幡平市商工会
岩手県八幡平市大更35-63 -85  TEL 0195 -76 - 2040
http: //www.shokokai.com/hachimantai/

「ハチクラ」に関する問い合わせ
八幡平市商工会安代支所  TEL 0195 - 63 - 1001
印刷所  川口印刷工業株式会社
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八幡平をもっと
楽しむためのフリーマガジン

次号のハチクラvol.16は
平成29年12月25日発行予定

ハチクラ通信

hachikura web
back number

News & Information from  HA CHI KU RA

●
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
登
山
が
好
き
。
な
か
で

も
ブ
ナ
林
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
安
比
高
原

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
あ
と
は
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

来
年
は
や
り
た
い
な
ぁ
。           （
Ｔ
・
Ｙ
）

●
「
ハ
チ
ク
ラ
」
９
号
で
紹
介
し
て
い
た

冬
季
限
定
の
松
川
温
泉
行
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

に
乗
っ
て
き
ま
し
た
！　

紹
介
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
知
ら
な
か
っ
た
か
も
。

と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。    

（
Ｓ
・
Ｈ
）

●
八
幡
平
の
魅
力
が
満
載
で
読
み
ふ
け
り
ま

し
た
。
八
幡
平
を
訪
ね
た
日
に
見
た
す
ば
ら

し
い
風
景
と
重
ね
て
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
八
幡
平
再
発
見
」
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。                              （
Ａ
・
Ｙ
）

●
青
春
時
代
よ
り
身
近
に
あ
っ
た
八
幡
平
。

冬
は
ス
キ
ー
、
夏
は
登
山
な
ど
、
楽
し
い
思

い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
い
つ
か
ゆ
っ

く
り
行
き
た
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
内
容
で

よ
か
っ
た
で
す
。
旅
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
大

き
さ
が
い
い
で
す
ね
。              （
Ｔ
・
Ｋ
）

●
酒
と
料
理
の
取
り
合
わ
せ
が
意
外
。
日
本

酒
に
は
和
食
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
合
う

ん
で
す
ね
。瓶
が
緑
色
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
取
り
合

わ
せ
を
味
わ
っ
て
み
た
い
で
す
。  

（
Ｉ
・
Ｙ
）

●
「
七
時
雨
山
荘
」
に
は
よ
く
出
か
け
る
の

で
、
載
っ
て
い
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
最
高
で
す
。              （
Ｓ
・
Ｙ
）

●
八
幡
平
に
生
き
る
人
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
元

で
活
動
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
生
き
生
き
と

し
て
い
て
い
い
で
す
。　
　
　
　（
Ｎ
・
Ｙ
）

肌に感じる風が冷たくなり、山々の木々
の葉も徐々に色づいてきました。もうす
ぐ森の大橋は紅葉で満ちる秋を迎えます。

ハ
チ
ク
ラ
14  
号
に
寄
せ
ら
れ
た

読
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
。

「　　　　　　」公開中！

八幡平の暮らし、食などの情報を発信する「ハチ
クラweb」を公開中！ フリーマガジン「ハチク
ラ」の取材中のこぼれ話も掲載しています。あわ
せてご覧ください。

https://www.facebook.com/
hachikuraweb/

「ハチクラ」は、
八幡平市商工会ホームページでもご覧いただけます。

バックナンバーのご案内

「ハチクラ」バックナンバーのお求めは……
下記までご連絡ください。
送料のご負担をお願いいたします。

連絡先

八幡平市商工会安代支所
TEL 0195 - 63 - 1001

（受付時間／平日9：00 〜17：00）

ハチクラ vol.15
読者アンケート

今号の「ハチクラ」はいかがでしたか？
今後、充実した内容にするため、
皆さまの声をお聞かせください。

本ページのアンケートに回答してくださった方に
抽選でプレゼント！ ふるって応募してください。

1名様

問１
「ハチクラ」をどこで入手しましたか？

問 2
本誌を入手した動機は何ですか？（複数回答可）
1　表紙に惹かれたから
2　内容がおもしろそうだから
3　八幡平市の観光に興味があったから
4　地元の情報を知りたかったから
5　無料だったから

問 3
今号の記事でおもしろかったものを挙げてください
（複数回答可）
1　特集「八幡平の作り人」
2　酒と器と料理と
3　八幡平に生きる人
4　八幡平再発見！
5　秋はスイーツ
6　ハチクラ通信（読者の声・プレゼント）
7　ビッキーと行く八幡平

問 4
「ハチクラ」へのご感想・ご意見をお書きください

官製はがきに以下のことを記入し、ご応募ください。
FAXでも応募OK！

❶ ご希望のフレゼント番号
❷ アンケートの回答
❸ 住所・氏名・年齢・電話番号
■ 送り先
〒028-7533　岩手県八幡平市叺田70
八幡平市商工会安代支所「ハチクラ」係
FAX 0195 -63 -1011
■ 応募締切
平成29年11月24日（金）当日消印有効

当選は商品の発送をもって代えさせていただきます。
今回ご記入いただいた個人情報は、八幡平市商工会の個人情報保護
方針に基づき、責任をもって管理します。本人の同意を得ずに第三
者に開示することはありません。

「ハチクラ」撮影
こ
ぼ
れ
話

秋号

4358
aging&anti-aging
コインケース

プレゼント

Just listen!

プレゼント＆アンケートの送り先

2名様

２

わしの尾
純米酒「秋あがり」

１

読
者
の
声

1415



ビ
ッ
キ
ー
と
行
く 

八
幡
平

「
草
紅
葉
を
パ
シ
ャ
リ
」  

撮
影
地
／
黒
谷
地
　
　
　
　
　
　
　
　

今年も紅葉が始まった八幡平へ散策に出かけたビッキー。
今回は、草紅葉真っ盛りの黒谷地湿原へ。お気に入りのマイ
カメラに美しい大自然の季節の移り変わりを収めて大満足
です。さて、良い写真が撮れたかな？

三浦 学
WILDGRAPE FARM・八幡平山ぶどう農園代表

撮影

　
 　

　
八

幡
平
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も
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と

楽
し

む
た

め
の

フ
リ

ー
マ

ガ
ジ

ン
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●ビッキーとは、八幡平市の非公認マスコットキャラクター。 
その正体は、樹上で暮らす森の住人・モリアオガエル。 

「大揚沼とモリアオガエル」は国指定の天然記念物です。


